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要　　旨

【目的】
　本研究は，理学療法学専攻１年生を対象に，入学時のレジリエンスを調査し，その高低値が社会人基礎
力や GPA へ及ぼす影響について調査する縦断的研究である．

【対象者と方法】
　対象は，理学療法学専攻 1 年生 68 名とした．調査項目は，レジリエンスと社会人基礎力について調査し，
成績は前期・後期 GPA を用いた．5 月に調査したレジリエンスの得点を入学時のレジリエンスとし，対
象者を Low 群，Middle 群，High 群の 3 群に分けて，社会人基礎力と GPA との関連性について比較検討
した．

【結果】
　入学時のレジリエンス値が低い学生は，5 月の調査時と比べて 12 月の調査時では社会人基礎力が低下
していた．入学時のレジリエンス値が低い学生は，12 月時の調査では他群と比べると社会人基礎力のア
クション，チームワークが低下していた．3 群間では前期・後期 GPA において有意差はみられなかった．

【結論】
　本研究結果より，入学時のレジリエンスが大学生活を送るなかで社会人基礎力の変化にも影響を及ぼす
ことが示唆された .
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Abstract

【Purpose】
　The purpose of this study was to examine the resilience of first-year students in the Department of 
Physical Therapy at the time of their enrollment and to examine longitudinally the effects of their high 
and low resilience on their fundamental competencies for working persons and GPA.  

【Participants and Methods】
　The subjects were 68 first-year students majoring in physical therapy. The survey items were 
resilience, and fundamental competencies for working persons as a member of society, and GPA for the 
first and second semesters were used as grades. The resilience score obtained in May was defined as 
the resilience at the beginning of the school year, and the subjects were divided into three groups 

（Low, Middle, and High groups） to compare the relationship between resilience and fundamental 
competencies for working persons.

【Results】
　As a result, it was found that students with low resilience scores in the early stage of school entry 
showed a decline in fundamental competencies for working persons in the December survey compared 
to the May survey. In addition, students with low resilience in the early stage of school entry showed 
lower scores in the action and teamwork items of the fundamental competencies for working persons 
than the other students in the December survey. There were no significant differences in GPA among 
the three groups. 

【Conclusion】
　The present study suggests that resilience in the early stage of school entry may influence the 
change of fundamental competencies for working persons during their college life.

【はじめに】

　理学療法士養成校数は年々増加し，令和 3 年度
では，279 校の養成校数となり，養成校の学生定
員数は 14,574 人と増加している［1］．一方で，
養成校数の増加とともに，理学療法士の輩出数も
増加の一途を辿る．理学療法士養成校の増加は理
学療法士を目指す学生の門戸が広がり，養成校へ
の入学がひと昔に比べると容易になり，多くの学
生が理学療法士を目指せる時代となった．本学も
理学療法士を目指す学生を多く受け入れている養
成校の一つである．本学の学生は様々な高等教育
を受けて入学してきているが，入学後は，基礎医
学，臨床医学，専門理学療法学および臨床実習な
どの専門的な知識の学修を求められることにな
る．また，理学療法教育を通して，医療人として

の資質，社会人としての適性も求められる．その
ため，学生は理学療法士になるためにただ勉強す
るのではなく，教員も学生の適性や得意な能力を
把握し伸ばすことが重要であり，学生にあった指
導方法の模索が必要となる．
　社会人基礎力は，職場や地域社会で多様な人々
と仕事をしていくために必要な基礎的な力とされ
ており ,「前に踏み出す力（アクション）」，「考え
抜く力（シンキング）」，「チームで働く力（チー
ムワーク）」の 3 つの能力と 12 の能力要素から構
成されている［2］．近年，大学教育においても専
門的知識に加え，それらを社会の中で活かすため
には社会人基礎力が重要であると考えられ，多く
の教育機関で社会人基礎力の養成が行われている

［3］．そのため，医療系大学生を対象とした社会
人基礎力についても多くの研究報告が見受けられ

186



入学時のレジリエンス値が社会人基礎力および GPA に及ぼす影響

る［4］［5］．また，文部科学省の発表によると，
令和 3 年度末の大学退学者率は 1.95％である［6］．
退学理由は ,「転居等」が 16.3％で最も多いが，
次に「学校生活不適応・修学意欲低下」が 15.7％
となっている［6］．学校生活不適応は大学生活に
馴染めずに，人間関係の構築が問題となることが
多く［7］，大学内で多様な人々と協調しながら行
動することが困難な学生が該当すると予想でき
る．そのような学生は，本来大学生活で身につけ
ていく社会人基礎力の欠如が学校生活不適応を引
き起こす要因の一部だと推察される．さらに，大
学生活は学修内容や対人関係，生活環境が高校時
代とは大幅に変化し，様々なストレスを受けやす
いことも学業継続が困難となる原因だと考える．
そのため，大学生活においては専門的知識・技術
や社会人基礎力の向上と併せて，ストレスフルな
状況を乗り越えるために必要なレジリエンス力も
重要になると考える．レジリエンスとは，困難な
環境にも関わらず，うまく適応する過程・能力・
結果とされており，精神的健康の維持あるいは回
復に関連した研究で注目されている概念である

［8］．レジリエンスで高値を示す学生は，さまざ
ま環境や社会への適応能力が高い．一方で，レジ
リエンスで低値を示す学生は新しい大学生活の環
境下にて学修面や対人関係にうまく適応すること
ができず，その結果として大学生活にも柔軟に適
応できない可能性がある．社会人基礎力の成長や
学内成績に悪影響を及ぼし，その結果として退学
に繋がっていくことが予測される．そのため，入
学時のレジリエンス力を把握することは非常に重
要である．教育に関する様々な先行研究からは，
レジリエンスと社会人基礎力の直接的な関連性を
調査した報告は見受けられないが，社会人基礎力
の 3 つの能力と 12 の能力要素と類似した因子と
の関連性については多く報告されている．例えば，
レジリエンスの高い学生は自己教育力（問題意識
や主体的思考，学習の仕方，計画性，自主性など）
が高いことが報告されており［9］，人間関係の円
滑な形成や維持に必要とされるソーシャルスキル
の能力も優れているとされている［10］．これら

の先行研究を踏まえると，レジリエンスの高低が
社会人基礎力や学内成績を反映する Grade Point 
Average（以下，GPA）にも何らかの影響を及ぼ
す可能性がある．これらのことから，レジリエン
スを把握することは社会人基礎力の変化や学内成
績を予測できる指標になるのではないかと考え
る．
　そこで，本研究の目的は，新入学生に対して入
学時のレジリエンスに着目し，社会人基礎力や
GPA に及ぼす影響について縦断的に調査した．

【方法】

　対象は，理学療法学専攻 1 年生 80 名とした．
入学時のレジリエンス値が社会人基礎力，成績に
及ぼす影響を分析した．レジリエンスと社会人基
礎力は質問紙を用いて調査した．調査期間は 1 年
次の 5 月と 12 月の 2 回実施した．成績に関して
は前期および後期の GPA を用いた．今回，入学
時のレジリエンスとして，5 月に調査したレジリ
エンスの結果を採用した．最終的な分析対象者は，
68 名（男性 25 名，女性 43 名）であった．回答に
不備があった者，また質問紙調査を 2 回実施でき
なかった者は分析対象から除外した．対象者には，
回答は任意であること，回答されたデータは統計
的に処理されるため，個人が特定されることはな
いこと，回答内容が授業の成績に影響を及ぼすこ
とはなく個人の不利益には一切ならないことを説
明した．調査の手順としては，本研究の目的と概
要を説明し，同意を得られた学生に質問紙を用い
たアンケートの回答を求めた．調査に要した時間
は 15 分程度であった．本研究は仙台青葉学院短
期大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施した

（承認番号 0302）．
　レジリエンスは，祐宗省三が作成した S-H 式レ
ジリエンス検査（竹井機器工業株式会社）を用い
た［11］．ソーシャルサポート，自己効力感，社
会性に関する設問で構成された 27 項目である（表
1）．これらには「1．全くそうではない」～「5．
全くそうである」までの 5 件法で回答を求めた．
合計最高得点は 135 点である．得点が最高得点に
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表１．S-H レジリエンス検査 文献［11］より引用 .

図１．社会人基礎力自己診断シート 文献［12］より引用 .
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近いほど高いレジリエンス力を示している．社会
人基礎力は，自己診断シート［12］を用いた（図
1）．「アクション（前に踏み出す力）」「シンキン
グ（考え抜く力）」「チームワーク（チームで働く
力）」の 3 分類で構成され，社会に出る前，とり
わけ大学期に身に着けておくべき能力とされてい
る．「アクション（前に踏み出す力）」は主体性，
働きかけ力，実行力の 3 項目，「シンキング（考
え抜く力）」は課題発見力，計画力，想像力の 3
項目，チームワーク（チームで働く力）」は発信力，
傾聴力，柔軟性，状況把握力，規律性，ストレス
コントロール力の 6 項目の能力要素から構成され
ている．各項目に対する設問に対して ,「1．当て
はまらない」～「5．その通り」までの 5 件法で
回答を求めた．各分類の最高得点は「アクション

（前に踏み出す力）」が 15 点，「シンキング（考え
抜く力）」が 15 点，チームワーク（チームで働く
力）」が 30 点となり，総得点は 60 点となる．得
点が高いほど，社会人基礎力に対する能力が高い
ことを示している．成績に関しては，前期および
後期の GPA をもちいた．GPA 制度は文部科学省
が推奨している成績評価の方法であり，GPA の
計算には単位数による重み付けがされていて，学
業成績を表すよい指標であると考えられる［13］．
GPA の段階は 0 ～ 4 となっており，最高値が 4
となっている．
　今回，5 月に実施したレジリエンスの結果より，
レジリエンスの総得点から四分位を求めて，25
パーセンタイル以下を Low 群，26 パーセンタイ
ル以上～ 75 パーセンタイル未満を Middle 群，そ
れから 75 パーセンタイル以上を High 群と操作的

に 3 群を定義した．統計学的解析は，まず社会人
基礎力の各項目（アクション，シンキング，チー
ムワーク，総合点）と前期 GPA，後期 GPA の正
規性を確認するため Shapiro-Wilk の検定をおこ
ない，全ての水準で正規性が確認された．次に，
社会人基礎力の各項目における時期（5 月と 12
月 の 経 時 的 変 化 ） と 群（Low 群，Middle 群，
High 群）の 2 要因の比較に分割プロットデザイ
ンによる分散分析を用いた．その後，主効果ある
いは交互作用が有意となった項目に対する事後検
定として，対応のない要因に対して，Tukey の
HSD 法で多重比較をおこなった．対応のある要
因に対しては，対応のある t 検定をおこなった．
3 群間における前期 GPA と後期 GPA のそれぞれ
の比較は，Levene の検定後，一元配置分散分析
をおこなった．なお，解析には統計ソフトウェア
SPSS ver.21.0 J for Windows を使用し，有意水
準はそれぞれ 5％とした．

【結果】

　入学時のレジリエンスの群分けは，Low 群 101
点以下（18 名），Middle 群 102 ～ 116 点（31 名），
High 群 117 点以上（19 名）であった．また，分
析対象から除外した 12 名の学生の内訳としては，
退学者 6 名（12 月調査時），アンケート回答の記
載漏れ 2 名（5 月調査時 1 名，12 月調査時 1 名），
不参加 4 名（12 月調査時）とあった．
　まず，社会人基礎力の各項目における時期およ
び群の 2 要因の比較結果を表 2 で示す．シンキン
グの群の主効果および交互作用においては有意な
差が認められなかった．そのため，シンキングは

表２．社会人基礎力の各項目における時期および群の 2 要因の比較
Low 群
n=18

Middle 群
n=31

High 群
n=19 時期の主効果 群の主効果 交互作用

5 月 12 月 5 月 12 月 5 月 12 月 F 値 p 値 F 値 p 値 F 値 p 値

アクション 9.9 ± 1.3 7.8 ± 1.9 9.8 ± 1.5 9.3 ± 1.8 10.8 ± 1.1 10.1 ± 1.9 25.537 0.001** 6.176 0.004** 4.615 0.013*

シンキング 9.6 ± 1.7 7.7 ± 2.5 9.9 ± 1.8 9.1 ± 2.0 9.9 ± 1.3 9.1 ± 2.0 22.573 0.001** 1.773 0.178 2.287 0.100

チームワーク 22.0 ± 2.9 19.5 ± 3.2 22.8 ± 2.3 22.8 ± 3.2 23.1 ± 2.5 23.1 ± 3.2 4.425 0.039* 5.529 0.006** 3.884 0.026*

総得点 41.5 ± 5.2 35.0 ± 6.8 42.5 ± 4.0 41.2 ± 6.0 43.8 ± 3.4 42.2 ± 5.8 17.752 0.001** 4.865 0.011* 4.865 0.011*

平均値 ± 標準偏差 , 分割プロットデザインによる分散分析 ,  *: p<0.05, **: p<0.01.
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事後検定の 3 群間（対応のない要因）における比
較は実施していない．その他は ,　すべて有意差
が認められたため，事後検定をおこなった．各群
における 5 月と 12 月の社会人基礎力の変化を表 3
で示す．レジリエンスが Low 群の学生は全ての
項目で 5 月と比較し，12 月で社会人基礎力のス
コ ア が 低 下 し， 有 意 差 が 認 め ら れ た（ 全 て
p<0.01）．Middle 群は，シンキングのみが 5 月と
比 較 し 12 月 で 低 下 し， 有 意 差 が 認 め ら れ た

（p<0.05）．High 群は全ての項目で有意差は認め

られなかった．次に，3 群間における社会人基礎
力の比較の結果を表 4 に示す．5 月の調査におい
ては，全ての項目において有意差は認められな
かった．12 月の調査においては，社会人基礎力
のアクション，チームワーク，総得点の 3 項目に
て Low 群と比較し，Middle 群，High 群において
有意差が認められた（アクション Low vs Middle 
p<0.05，その他全て p<0.01）．3 項目ともに Low
群は有意に低かった．また，Middle 群と High 群
では有意差が認められなかった．

表４．5 月と 12 月における 3 群間の社会人基礎力の比較
5 月  12 月

平均値の差 標準誤差 p 値
95% 信頼区間

平均値の差 標準誤差 p 値
95% 信頼区間

上限 下限 上限 下限

アクション    Low 群 vs Middle 群 0.041 0.395 0.994 -0.906 0.987 -1.489 0.548 0.023* -2.804 -0.175

vs High 群 -0.901 0.438 0.107 -1.951 0.150 -2.219 0.608 0.002** -3.678 -0.761

Middle 群 vs High 群 -0.941 0.388 0.051 -1.872 0.010 -0.730 0.539 0.370 -2.022 0.562

チームワーク  Low 群 vs Middle 群 -0.807 0.745 0.528 -2.593 0.980 -3.307 0.949 0.003** -5.582 -1.031

vs High 群 -1.105 0.827 0.380 -3.088 0.878 -3.553 1.053 0.004** -6.079 -1.027

Middle 群 vs High 群 -0.299 0.732 0.912 -2.055 1.458 -0.246 0.933 0.962 -2.484 1.991

総得点        Low 群 vs Middle 群 -1.032 1.258 0.692 -4.051 1.986 -6.226 1.829 0.003** -10.613 -1.839

vs High 群 -2.290 1.397 0.237 -5.640 1.061 -7.211 2.030 0.002** -12.080 -2.341

Middle 群 vs High 群 -1.257 1.237 0.569 -4.225 1.710 -0.985 1.798 0.848 -5.298 3.329

Low 群 : n=18, Middle 群 : n=31, High 群 : n=19. 
多重比較法 (Tukey 法 ), *: p<0.05, **: p<0.01.

表３．各群における 5 月と 12 月の社会人基礎力の変化

5 月 12 月 p 値
Low 群 アクション 9.9 ± 1.3 7.8 ± 1.8 0.001**
n=18 シンキング 9.6 ± 1.7 7.7 ± 2.4 0.001**

チームワーク 22.0 ± 2.9 19.5 ± 3.2 0.001**
総得点 41.5 ± 5.2 35.0 ± 6.8 0.001**

Middle 群 アクション 9.8 ± 1.5 9.3 ± 1.8 0.130
n=31 シンキング 9.9 ± 1.8 9.1 ± 2.0 0.046*

チームワーク 22.8 ± 2.3 22.8 ± 3.2 1.000
総得点 42.5 ± 4.0 41.2 ± 6.0 0.249

High 群 アクション 10.8 ± 1.1 10.1 ± 1.9 0.059
n=19 シンキング 9.9 ± 1.3 9.1 ± 2.0 0.100

チームワーク 23.1 ± 2.5 23.1 ± 3.2 0.940
総得点 43.8 ± 3.4 42.2 ± 5.8 0.250

平均値 ± 標準偏差 , 対応のある t 検定 , *: p<0.05, **: p<0.01.
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　最後に，3 群間の前期 GPA および後期 GPA の
それぞれの結果を表 5 に示す．前期 GPA，後期

GPA ともに 3 群間で有意な差は認められなかっ
た．

表５．3 群間の前期 GPA および後期 GPA の比較
前期 GPA 後期 GPA

Low 群 n=18 Middle 群 n=31 High 群 n=19 F 値 p 値 Low 群 n=18 Middle 群 n=31 High 群 n=19 F 値 p 値

GPA 2.5 ± 0.6 2.5 ± 0.6 2.4 ± 0.6 0.352 0.705 2.4 ± 0.6 2.4 ± 0.6 2.3 ± 0.6 0.145 0.868

平均値±標準偏差 , 1 元配置分散分析 .

【考察】

　今回，本学の理学療法学専攻１年生を対象に，
入学時のレジリエンスが社会人基礎力と GPA に
及ぼす影響を縦断的に調査した．本研究では，5
月のレジリエンスの得点から対象者を Low 群，
Middle 群，High 群の 3 群に分けて検討した．3
群間にて比較した理由として，レジリエンス得点
の高低を細かくカテゴリー化することで，集団間
の類似性や異なる群との差異，また最下位層の集
団の特徴を分析するためである．また，先行研究
の中にも同じ質問紙調査である運動有能感尺度の
得点から四分位数を用いて 3 群間を比較している
研究が見られている［14］．本研究の検討内容は
3 つであり，1 つ目は各群における 5 月と 12 月の
社会人基礎力の変化，2 つ目は 5 月と 12 月の 3 群
間における社会人基礎力の比較，3 つ目は 3 群間
で前期 GPA と後期 GPA をそれぞれ比較した．
　まず，各群における 5 月と 12 月の社会人基礎
力の変化は，入学時のレジリエンスが Low 群の
学生は社会人基礎力の総得点，下位尺度のアク
ション，シンキング，チームワークの全ての項目
で 5 月と比べて 12 月の調査にて低下しているこ
とが示された．Middle 群は，5 月と比べて 12 月
の調査ではシンキングのみ低下しており，High
群は全ての項目で有意差は認められなかった．そ
のため，入学時にレジリエンス力が低い学生は，
大学生活を送る中で社会人基礎力の自己評価が低
くなる傾向が特徴として示された．大学1年時は，
大学生活に慣れていない環境下で，ストレスフル

な状況が続くことが考えられる．レジリエンスが
高い者は，困難な状況下に陥っても，より適切な
解決方法を選択して対処し，他者に援助を求める
と言われている［15］．しかし，Low 群の学生は，
そのストレスフルな状況を乗り越えるときに必要
とされるレジリエンスが乏しく，大学生活に適応
できていない可能性が考えられる．今回調査に用
いた S-H 式レジリエンス検査［11］はソーシャ
ルサポート，自己効力感，社会性に関する設問で
構成されている．そのため，Low 群の学生はそ
れらの要素が低い状態で大学生活をスタートして
いることが推察される．大学生活に適応している
か否かを表す尺度として大学適応感がある［16］．
大学生活が居心地よく，友人や教員と良好な人間
関係を築いて，目的をもって充実した学生生活を
すごす学生は大学適応感が高いとされている．阿
久津ら［17］は，それらの大学適応感と自己効力
感との間には正の相関関係を有していることを報
告している．つまり，レジリエンスの構成要素の
1 つである自己効力感が低い学生は大学適応感も
低下していることを示している．自己効力感と大
学適応感が低い場合，自分自身に対する自信が持
てず，主体的に目的をもって行動することや，自
らの意思で他者と協力して物事をおこなうことが
困難となることが推測される．また，松尾ら［18］
は，レジリエンス低得点群は他者に関わることに
積極的ではなく，1 人で抱え込んでしまい，困難
を乗り越えた成功体験を積み重ねることが難しい
と述べている．さらに，たとえ他者からのサポー
トを受けて，困難を乗り越える経験をしたとして
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も，自分の力で解決できたという達成感が低いた
めに，自信に繋がりにくい特性をもっていると報
告している［18］．先行研究の知見や今回の調査
結果から，レジリエンスが低い学生は，経時的変
化とともに社会人基礎力の自己評価が低くなる可
能性が示唆される．そのため，レジリエンスが低
い学生を早い段階で検出し，その学生に適した指
導方法を取り入れていく必要がある．学生と積極
的にコミュニケーションをとり，学生が得意な能
力を把握し，伸ばしてあげることで学生自身の自
信に繋げていくことが重要であると考える．
　2 つ目の検討内容である 3 群間における社会人
基礎力の比較は，5 月の調査では 3 群間で有意差
は見られなかった．つまり，5 月の時点ではレジ
リエンスの高低が社会人基礎力には影響を及ぼし
ていないことが判明した．一方，12 月の調査では，
社会人基礎力の総得点，下位尺度のアクション，
チームワークにて Low 群は Middle 群，High 群
と比べて有意に低い結果となった．Low 群は 5 月
時点と比較し，12 月の調査にて明らかに社会人
基礎力が低下していることが示されている．その
経時的変化の特徴が，12 月における 3 群間での
比較においても影響を及ぼしたと考えられる．こ
のことから，入学時のレジリエンスの高低が社会
人基礎力に影響を及ぼすタイミングは，ある程度
の期間のずれがあることがわかった．そのため，
その期間内に起こったストレスフルな状況をどの
ように乗り越えていくかにより，社会人基礎力は
変化していくのではないかと考えられる．
　また，3 つ目の検討内容である 3 群間で前期
GPA と後期 GPA を比較したが，レジリエンスの
高低差は GPA に影響しないことが示された．
GPA を予測する指標としては別の要因を検討す
る必要があると考える．今後，専門性が高い科目
が増えてくる 2 年次以降の GPA や実習成績との
関連性も検討していく必要があると思われる．
　医療人として，社会人としての資質を求められ
る理学療法教育を実施していくうえで，入学時に
レジリエンスを調査することにより，社会人基礎
力への影響を見出すことができた．同時に，社会

人としての適性や学生の得意・不得意な能力を把
握することも可能になることがわかり，学生の特
徴にあった適切な教育が可能になると考えられ
る．本研究の限界として，S-H 式レジリエンス検
査と社会人基礎力テストともに多くの研究にて用
いられていることから，質問紙としての精度は大
きく問題ないと考える．しかし，回答精度に対す
る問題は完全には排除できていない．記名式であ
ることや教員が介入していることを踏まえると，
回答バイアスの存在を考慮した結果の解釈が必要
だと考えられる．今後は，中立的な立場である第
3 者による介入やコンピューター回答などの調査
方法に変更し，回答バイアスを減じる工夫が必要
であると考える．次に，調査対象を理学療法学専
攻のひと学年としているため，この結果を一般化
するには限界がある．今後は，その他の学年や他
分野の学生との比較，2 年次時以降の継続した調
査が必要となってくると考える．さらに，本研究
の群分けとして，四分位数を用いた方法を採用し
た．この場合，Middle 群に群分けされる対象者
が多くなり、統計結果に影響が生じる可能性があ
るため，今後の課題となっている．また，分析対
象から除外された学生の中で 6 名が退学者であ
る．退学理由としては，成績不良者や学修意欲の
低下となっていることが多く，学内成績を反映し
ている GPA の結果に影響している可能性もある．
そのため，今後は中途退学者を含めた分析方法を
検討し，そのような状況に陥った学生の特徴を捉
え，退学率や留年率との関係性も示していきたい．
最後に，レジリエンスは特別な能力ではなく，ど
の世代でも獲得でき，伸ばしていけるものだとさ
れている［19］．そのため，大学生活を送るなか
でレジリエンスが向上した学生，あるいは低下し
た学生の社会人基礎力の変化や成績を経時的に
追っていくことで，今後の学生指導において学生
の適性や能力を把握することができ，個々の学生
に適した助言が可能となり，社会人として，医療
人としての養成が必須である理学療法教育を実施
していくうえで重要な指標となるであろう．今後
の学生指導の一助としていきたい．
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【結論】

　本研究は，入学時のレジリエンスの得点から対
象者を Low 群，Middle 群，High 群の 3 群に分け
て，5 月と 12 月の社会人基礎力の変化，3 群間に
おける社会人基礎力を比較した．また，学内成績
を反映する前期 GPA と後期 GPA を 3 群間でそれ
ぞれ比較した．その結果，入学時のレジリエンス
が低い学生は，5 月の調査と比べて 12 月の調査
では社会人基礎力が低下することが示された．ま
た，入学時のレジリエンスが低い学生は，12 月
の調査にて他学生と比べると社会人基礎力のアク
ション，チームワークの項目が低下していること
が示された．一方で，5 月の時点では差がないこ
とが示された．さらに，入学時のレジリエンスの
値は前期 GPA，後期 GPA ともに影響しないこと
も示された．本研究結果は，入学時のレジリエン
スが社会人基礎力に影響を及ぼすことが示され，
その変化を予測する１つの指標となり得ることを
示した意義のあるものだと考えられる．そのため，
学生指導においても，レジリエンスが低い学生に
対しては，早期から教員側からのサポート体制が
必要であると考える．
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